
827

泌尿紀要31巻5号

1985年5月.

転 移 性 尿 管 腫 瘍 の1例

関西電力病院泌尿器科(主 任:片 村永樹部長)

筧善 行

新 井 永 植

片 村 永 樹

    METASTATIC URETERAL  TUMOR  : A CASE REPORT 

           Yoshiyuki KAKEHI, Eishoku ARAI and Eiju KATAMURA 

                From the Department of Urology, Kansai Denryoku Hospital 

 (Director: Dr. E. Katamura) 

   Among the secondary ureteral tumors, there have been a few true metastases to the 

ureters. 

   We report a case of metastatic ureteral tumor from the pancreas, and review and discuss 

60 cases collected from the Japanese literature. 
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緒 言

続発性尿管腫瘍のなかに,近 接組織か らの連続性浸

潤のない 「真の転移」が まれに存在する.わ れわれは

右尿管へ の転移性腫瘍に よる水腎症で発見され,後 に

膵体尾部癌 と判 明 した1例 を経験 したので報告す る.

症 例

患者:50歳 男子

主訴=右 腰 背部痛 ・水様性下痢

既応歴:特 記すべ きことな し

家族歴:肝 硬変(兄)

現病歴=1981年 夏頃か ら間欠的に水様性下痢に悩み

始める.1982年4月 右腰 背部に鈍痛が 出現,5月 近医

を受診 し消化管を精査 されたが異常 なか った.し か し

腹部エ コーで右腎孟腎杯の拡張 を指摘 され7月30日 当

科 を紹介 され た.

初診時現症:る いそ う,腹 壁 静脈 の怒張,両 下肢 の

浮腫性腫張,左 陰嚢水腫を認めた.

入院時検査成績lB.T.36.6℃,B.P.120/80

mmHg,Pulse84/min,RBc322xlo4/mm3,Hgb

9。79/dl,Hct29.9%,wBC5,100/mm3・Plt29・7x

104/mm3,GOT15KU,GPT12KU,LDH247

WU,ALP7KAU,LAPl56GU,ChEO.58△PH,

BuN13mg/d1,s。creat.Lomg/dl,s-Na136mEq/

1,s-K4.8mEq/1,s-clIolmEq/1,T.P・6・99/dl,A/

G1.3,s-cEA5,5ng/ml,s-HcG一 β4.6ng/ml,cRP

(一),ESR(Ihr)78mm,urinalysis:RBCO～1/

HPF,WBCO～1/HPF,Epith.(十),Cast(一),

prot.(_),Sugar(一).ECG:異 常 な し

X線 検 査 所 見.DIVUで 右 腎 に排 泄 の著 しい遅 延

と水 腎杯 を認 め た.右RPを 施 行 した と こ ろ 尿 管 カ

テ ー テ ルは 尿 管 口 よ り約13cmで 先 へ 進 まず,同 部

位 に 杯 状 の陰 影 欠 損 像 を 認 め る(Fig.1).腹 部CT

お よび リ ンパ 管 造影 で 傍大 動 脈 リ ンパ 節 の 腫 大 を認 め,

胸 部X-pで は 肺転 移 を疑 わ せ る浸 潤 影 を認 めた.

尿細 胞 診 は2回 お こな い,と もにPap.class1で

あ った,

以 上 よ り後 腹 膜 リンパ節,肺 へ の転 移 をす でに 有 す

る右 尿 管 腫 瘍 と考 え た が,血 清HCG一 β が 高値 で あ

る こ とか ら睾 丸 の検 索 も必 要 と考 え,9月17日 右 腎 尿

管 摘 除 術 お よび 両側 高位 除 睾 術 を お こな った.

手 術 時 所 見:右 中部 尿管 内に 硬 結 を 触 知 し,腎 側 は

水 尿 管 を 呈 して い た.下 大 静 脈 周 囲 に は リンパ節 転 移

に よ る と思わ れ る硬 結 と強 い癒 着 を 認 め た が 尿管 とは

容 易 に 鈍 的剥 離 で きた.
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病理学的所見:摘 出 した尿管 の腫瘍部割面では,壁

の肥厚 と内腔へ突出する非乳頭状腫瘍 を認 める(Fig.

2).光 顕的には同部位 の粘膜面 の移行上皮はかな り脱

落 し,粘 膜下層か ら筋 層にか け高 円柱状細胞が管状構

造を と り増殖 して い る(Fig.3).PAS染 色 お よび

Mucicarmin染 色は陽性 で 分化型腺 癌 と診断 した.

摘出 した両側睾丸には特記すべ き所見はなか った.し

Fig.1。
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か し右腎には光顕的に尿管 と同様 の腫瘍細胞の浸潤を

認め る.

臨床経過=以 上 よ り右転移性腎 および尿管腫瘍 と診

断 しカルモ フール投 与を開始 した.原 発巣 の究明の結

果,ERCPで 主膵管 の棍棒状断裂を認め膵癌 と判 明

した,患 老は 癌性 胸膜炎 な どで 初診 よ り9ヵ 月後の

1983年4月25日 死亡 した.た だ ちに剖検を施行 した.

剖検所見=膵 体尾 部を占拠す る腫瘍を確認 した.高

分化型管状腺癌 で あった(F量g.4).左 尿管は 容易に

剥離で ぎたが,中 部尿管 内腔に2ヵ 所,粘 膜面 は平滑

なが ら隆起性病変を 認め た(Fig.5).光 顕的に 粘膜

下に腺癌細胞 の結節性増殖を認め る(Fig.6).そ の他,

両肺,腰 椎骨,前 縦隔 ・気管分岐部 ・腹 部傍大動脈領

域 リンパ節に転移を認めた.

なお,血 清HCG一 β は死亡前に は18ng/mlま で

上昇 し,HCGま たはHCG様 物質産生膵癌を疑 っ

たが,剖 検摘出膵腫瘍に対す る酵 素酵体法(PAP法)

ではHCG陽 性細胞は証明 しえなか った.

考 察

Presmanら1)は 転移性尿管腫瘍 を,リ ンパ行性 ま

たは血行性経路を介 した尿管壁 内へ の腫瘍細胞の増殖

を認め,か つ近接組織か らの連続性浸潤を否定で きる

ものと定義 した.

剖検 での 発見 頻 度はMacLeanら2)に よれ ぽ,

IO,223例 中39例 に続発性尿管腫瘍を認め,こ の うち18

例が真の 尿管転移 で あった としてい る.本 邦 では森

ら3)が腫瘍死の剖検755例 を集計 し3例 の転移性尿管

腫瘍を認めている.い っぽ う,臨 床報告 として本邦 で

は1978年 国方 ら5)が,Presmanら1)の 定義に 比較的

ン

Fig.2.Grossappearanceoftherightmetastaticureteraltumor
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Fig.3,Photomicrographoftherightureteraltumorshows

submucosalinfiltrationofadenocarcinoma.The

epithelialliningispartlydestroyed
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Table1.Sitesofprimarylesion

ORGAN No●ofPATIENTS

Stomach

Kidney

Prostaヒe

Colon

Gallbladder

UterUS

Pancreas

Urinarybiadder

Larynx

Renalpelvis

Testis

Breast

Skin

29

13

4

2

2

2

2★

1

1

1

1

1

1

Total 60

適合す る39例 を集計 してい る,以 後 自験例 まで,わ れ

われ の調べえたか ぎ りでは25例4・6-26)の報告がある.

われわれは このなか で,後 腹膜 リンパ節転移巣に尿管

が巻 き込 まれた2例6),腹 膜播種巣が尿管へ波及 した

と考 えられ る2例7・27)は続発性尿管腫蕩 とすべ きと考

え除外 し,残 りの60例 につ き検討す る.

原発巣 としては胃が30例 ともっとも多 く,腎13例,

前立腺4例 で,膵 原発 は高谷 ら28)についで 自験例が第

2例 目であ る(Tablel).

転移経路に関 してPresmanら1)の 想定 した リンパ

行性 または血行性経路を介 した ものが大部分 と思われ

るが,本 邦 では腎細胞癌の同側尿管転移例において,

粘膜病変 を主体 とし,尿 流に沿 った下行性着床が有力

な例9・29)がある,自 験例では全身へ の リンパ行性転移



覧 ・ほか1転 移性尿管腫瘍 ・膵腺癌

の一環 として,後 腹膜 リンパ節転移巣を経 た リンパ行

性転移が有力 と考え ている.

本邦60例 の年齢は22歳 か ら81歳に分布 し,平 均55.4

歳,男 女比は39:21で ある.尿 管 の転移側は左側24例,

右側17例,両 側 工9例である.臨 床症状 と して側腹部痛,

腰背部痛や,両 側転移 に よる乏尿 ・無尿 とい った尿管

の閉塞に基づ くものが45例 にみ られ る反面,肉 眼的血

尿を認めた症例はll例 と少 ない.ま た尿細 胞診 は記載

のある10例 中陽性は2例17・26)のみで,こ れ らは粘膜下

病変が主体であ る本症 の特徴 と考え られる.

結 語

50歳男子膵腺癌 の両側尿管転移の1例 を報告 し,本

邦60例 につ き若干の文献的考察をお こな った.
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